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—————————————————————————————————————————

§3 内点・外点

問題 3-22 [閉包と有向点列の収束]

X を位相空間とし、A ⊂ X を部分集合、x0 ∈ X が x0 ∈ Cl(A)であるための必要十分条件は、x0に収

束する有向点列 φ : D → X が存在することであることを示せ．

—————————————————————————————————————————

§17 分離公理

17-7. 有向集合・・・集合Dの元の間の 2項関係≺が以下の条件を満たすとき、≺は有向順序

1. a ∈ Dに対して、a ≺ a

2. a ≺ b, b ≺ c ⇒ a ≺ c

3. 任意の a, b ∈ Dに対して、a ≺ cかつ b ≺ cを満たす c ∈ Dが存在する．

(D,≺)を有向集合という．

問題 17-35 [有向点列と有向点列の収束]

X を空間、Dを有向集合とする．写像 φ : D → X を有向点列といい、x0 ∈ X に対して、x0の任意の
近傍 U(x0)に対して、

d ≺ d ⇒ φ(d) ∈ U(x0)

となる d0 ∈ Dが存在するとき、有向点列 φが x0に収束するという．

問題 17-36 [ハウスルドルフ性と有向点列]

位相空間X に対して、以下は同値であることを示せ．

1. X はハウスルドルフ

2. X における有向点列の極限がただ一つである．

—————————————————————————————————————————

§18 コンパクト性

18-15. フィルター基底・・・空間Xの部分集合族F が

• U,K ∈ F に対して、L ⊂ U ∩Kなる L ∈ F が存在する．

• ∅ ̸∈ F
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を満たすものをフィルター基底という．

18-16. 生成するフィルター・・・フィルター基底Fに対して、E = {E ⊂ X|F ⊂ Eとなる F ∈ F が存在する}
は、F を含むフィルターとなる E をF が生成するフィルターという．

問題 18-45 [コンパクト性と極大フィルター]

位相空間X がコンパクトであるためには、X の任意の極大フィルター (ウルトラフィルター)が収束す
ることが必要十分であることを示せ．

問題 18-46 [フィルター基底]

位相空間X とし、Aを有限交叉性をもつ部分集合の族とする．このとき、

A′ = {K1 ∩ · · · ∩Kn|Ki ∈ A, n ∈ N}

はAを含むフィルター基底となることを示せ．

—————————————————————————————————————————
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